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要約
本稿は、東京圏における成人未婚者の居住実態を明らかにするため、国勢調査に基づき
性別や年齢による違いを軸とした分析を行った。はじめに未婚率の上昇過程と未婚者の属
する世帯を把握し、未婚者の単独世帯率の動向と地域分布を検討した。中高年者の未婚率
は急速に上昇しており、中でも東京都の未婚率は著しく高い。未婚者の単独世帯率は、男
女を比較すると男性が高く、年齢別にみると 20代で低く 50代にかけて高くなる。単独
世帯率の地域分布は、年齢の高い世代において男女に違いがみられた。次に、単独世帯の
未婚者と二人以上の一般世帯にいる未婚者について、それぞれの住宅事情を所有関係と住
宅の建て方の面から考察した。持ち家の未婚単身者の居住地分布をみると、女性は都心部
へ集中し、男性は周辺部で目立つというように、男女で大きく異なっていることがわかっ
た。また、高齢女性は同年代の男性に比べて持ち家の単独世帯数が多い。住宅の建て方に
ついては、未婚の女性がマンションを指向していることが、持ち家においても民間賃貸住
宅においても明らかになった。また、二人以上の一般世帯にいる成人未婚者をみると、戸
建て住宅比率が高くなっている。
1 .はじめに
かつて中高年未婚者はそれほど多い存在ではな
かった。 35歳以上の未婚者数は、 1960年時点では
全国で 68万人程度である。ところが、 1995年に
は約7倍の474万人へと増大している。こうした
*東京都立大学大学院工学研究科・都市研究所兼任研究員
未婚者の急増は、非婚化、晩婚化現象として、近
年社会的にも関心が高まっている。
住宅需要を考える際にも、中高年未婚者はもは
や無視できない存在になりつつある。第一の理由
は絶対数の増加であり、その増加傾向は現在も続
いている。また、量的な面だけでなく、こうした
中高年未婚者の存在自体が家族のあり方や世帯構
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未婚率の推移
未婚者とは、まだ結婚をしたことのない人であ
り、離婚した人や配偶者と死別した人とは区別さ
れる。ここでは国勢調査の定義に従うため、法的
な婚姻関係とは一致しない場合もある。 1995年の
I都3県における未婚者数は、第二次ベビーブーム
世代を含む20代が455万人、 30代が121万人、第
一次ベビーブーム世代を含む40代が62万5千人、
50代が29万人となっている。
ここでは、東京圏における未婚率の上昇につい
て確認する。図lでは、 30-34歳と 40-44歳の
年齢階級について 1都3県別に 1960年から 1995
年までの8時点の男女別の未婚率を示している。第
二次大戦により結婚相手の男性が減少した大正の
終わりから昭和初期の聞に生まれた女性を除くと、
未婚率は一貫して上昇していることがわかる。都
県別にみると東京都が一段と高いレベルで推移し、
神奈川県がそれに続き、埼玉県と千葉県はほぼ同
水準となっている。男女差をみると、最近になる
ほど男性の未婚率が高くなっていることがわかる九
1995年の東京都では、 30-34歳の男性の48%、
女性の 31%が未婚者であり、 40-44歳でも、男
性の4人に 1人が未婚のままである。
2. 
総合都市研究
造の変化の一因となっているため、住宅ニーズの
質的な側面への影響も見逃せない。
さらに、中長期的な視点からも未婚者の動向に
注目する必要がある。それは、 30代の未婚率の上
昇が少子化現象の主要因として指摘されているよ
うに、結婚年齢の遅れは人口構成の変化を加速し、
将来の住宅市場へ少なからぬ影響を及ぼすことに
なるからである。また、中高年未婚者の高齢化は、
子供のいない、つまり身寄りのいない単身高齢者
の増加を意味しており、今後の住宅施策あるいは
福祉施策の対象層の増加につながる可能性がある。
以上の点から、中高年未婚者の居住実態とその
動向を明らかにすることの重要性は増していると
考えられるが、統計資料に基づき分析された基礎
的な研究はほとんどみられない九そこで本稿では
国勢調査をもとに、未婚率が高い東京圏(埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県)の成人未婚者を対象
に、年齢と性別による違いを軸に、その居住につ
いて考察する。手順としては、はじめに未婚率の
上昇過程を確認し、次いで未婚者がどのような世
帯に属しているのかを整理した上で、未婚者の単
独世帯率の動向や地域的広がりをみる。さらに、単
独世帯の未婚者と二人以上の一般世帯にいる未婚
者について、それぞれの住宅事情を所有関係と建
て方の面から検討を行う。
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3.未婚者の属する世帯の種類
未婚者の居住実態を検討する前に、未婚者がど
のような世帯に属しているのかをみることにする。
未婚者の属する世帯を、単独世帯、二人以上のー
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般世帯、施設等の世帯に三区分し、さらに二人以
上の一般世帯をその家族類型から六通りに分類し
た九単独世帯は住宅に住む単身者のほかに会社の
独身寮、間借り、下宿などの単身者を含む。施設
等の世帯に入るのは、学校の寮などの生徒、老人
ホームの入所者、病院等の長期入院者などである。
東京(女)
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
20-24歳由特錦明科世 /a::i:::，:;~hm~è}:::: ::!%aef 麟鰍
25却歳」醐醐脚占::;:::，:;:;::::.，，:::~::\/:;::;;WM~b:湾総繊細圃
30-34歳』醐帥掛∞品fW¥:.:.:~t!=m@:t::::::::f: ::~N:鱗機軸
!1 35-39歳 b醐脚部岳部醐掛 ;::::~m::Wt~欄欄姻
j i 
40-44歳h醐醐醐掛欄WWiiiiAinitぬ繊細
45-49歳
50-54歳
55-59歳
l i 輩蕗蕗欝蕗爵謡綴議鑑醐
;:.dも:W>>.'~別
60歳以上松鈍鈍娘鍛 ~ 
神奈川(女)
0% 20% 40% 60% 80% 100% 
20-24歳
25-29歳
30-34歳
35-39歳
40-44歳
45-49歳
50ー54歳
55-59歳
60歳以上
埼玉(女)
陪呂昌昌司畠 詰ø}x(æ~p 号
f詰 泌 ~r;:;~::: 説話 t 
在員 誌
説者認;'l¥，:#::，:+:~::?: :::f:~:::::総
一-一
r.1W!: 
0% 20%40% 609も 80% 100% 
20-24歳
25-29歳
30-34歳
35-39歳
40-44歳
45-49歳
50-54歳
55・59歳
60歳以上
t2IXI喧澄鐙主主 i慾語
闘争昏事 1 主主主盤整盤重量盟 5滋ViW話器量
師号亭碕4 :tW~%t:{ :.:.:;:nKS: 
:語1 守拐容 :~m@滋車
主-幹 弘司
話f語長京
P拾制先
拾v 
固単独世帯
園夫婦と子供とその他から成る世帯
ロ非親族世帯
図夫婦と子供から成る世帯
圃兄弟姉妹のみから成る世帯
団施設等の世帯
図片親と子供から成る世帯
・その他の親族世帯
図2 未婚者の世帯類型割合
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図2は、東京都、神奈川県、埼玉県について、 1995
年における未婚者の世帯類型別割合を、男女別、年
齢階級別に示している。世帯類型別に概観すると、
未婚者の単独世帯率は20代で最も低く、 50代にか
けて上昇する。夫婦と子供から成る世帯にいる未
婚者は、 20代前半で最も多く、年齢が高くなるに
つれて減少し、 60歳以上ではほとんどみられなく
なる。また、片親と子供から成る世帯の比率は、 40
代後半で最も高くなる。ここから、親と同居して
いた未婚者が親の死亡にともなって高齢単身者と
なっていく流れがわかる。都県別の違いでは、東
京都における単独世帯率の高さが目立つているが、
高年齢になるほど東京都と他県の差は縮まる傾向
にある。男女の違いでは、男性の方が単独世帯率
が高いこと、高齢での施設等の比率が高いことが
あげられる。また、女性は兄弟姉妹のみから成る
世帯にいる割合が相対的に高い。
以上から、現在親元にいる 30代、 40代の多数の
未婚者が将来高齢単身者となり、その中で男性が
相対的に多くなることが予想される。
4.未婚単独世帯の地域分布と動向
4. 1 未婚者の単独世帯率の地域分布
年齢別にみた未婚者の単独世帯率は、若年で低
く50代で最も高くなることがわかった。そこで、
単独世帯率の地域的な分布傾向をみるために、比
率の低L、20代と最も高くなる 50代の年齢層を取
り上げ、男女別に市区町村の単独世帯率を地図化
した。 1995年の1都3県における、 20代の未婚者
の平均単独世帯率は、男性36%、女性21%であ
り、 50代は男性62%、女性53%である。
図3により、 20代の男女を比較すると、男性の
単独世帯率が全般的に高いものの、地域分布の構
造はほぼ同じであることがわかる。狭小な民間賃
貸住宅が密集している中野区、豊島区、杉並区を
中心とした地域の単独世帯率が高く、周辺に行く
にしたがって低くなる。そして、箱根町、成田市、
勝浦市、鴨川市など、周辺部に高率の地域が点在
している。単独世帯率の数値をみると男女とも島
艇が上位を占めているが、未婚単身者の絶対数は
極めて少ないことに留意すべきである。
図4は、 50代未婚者の単独世帯率の地域分布を
表している。 20代に比べて全体的に単独世帯率が
高く、男女の地域分布に違いがみられる。男性は、
埼玉県戸岡市・朝霞市周辺地域、川崎市・横浜鶴
見区・大田区周辺地域、浦安市・江戸川区周辺地
域といった工場が多く立地する場所で単独世帯率
が極めて高い。女性は50代と 20代で大きく変わ
っていないが、単独世帯率の高い地域が若干東へ
移り、江東区や北区などの比率が上がっている。 50
図3 20代未婚者の単独世帯率の地域分布
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ート以降は、東京圏で出生した確率が高くなった
世代であるために(大江1995)、就学・就職によ
る東京都への流入人口が相対的に減り、単独世帯
率が低下していると考えられる。また、女性の場
合、 25-29歳から30-34歳にかけての期間で単
独世帯率の上昇が急になっている。これは女性の
場合には親と同居しているほど結婚する確率が高
いため(厚生省1994、11章)、同居未婚者の減少
により単独世帯率が高まったとも解釈できる。こ
の他、加齢にともなう単独世帯率の伸びが若いコー
ホートほど鈍化する兆しがあるが、調査年次が少
なく断定はできない。
50代未婚者の単独世帯率の地域分布
代では、親の死亡などにともない単身化が全体的
に増えている点と、低所得階層の男性未婚者の存
在が特徴としてあげられる。
図4
コーホー卜別にみた未婚単独世帯率
次に、未婚者の単独世帯率の世代による違いを
みるために、図5に東京都におけるコーホート別・
年齢別の単独世帯率を示した。 1960-64年生まれ
コーホートから 1975-79年生まれコーホートにか
けて、男女ともに20-24歳における単独世帯率が
減少していることがわかる。それ以前のコーホー
トの20-24歳時点の単独世帯率がわからないので
明確にはいえないが、 1960-64年生まれコーホ
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5.住宅の所有関係からみた未婚者の
居住実態
5. 1 未婚者の住宅所有関係
未婚者の居住実態を明らかにするため、単独世
帯と二人以上の一般世帯(以下、二人以上世帯)に
いる未婚者を分けて、その住宅所有関係について
検討する。この二人以上世帯にいる未婚者は世帯
主であるとは限らず、住宅所有関係は世帯主によ
る。例えば、未婚者と同居する親が住宅を所有し
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ている場合は持ち家としてカウン卜する。データ
は平成2年国勢調査を用いている九
図6は、東京都と埼玉県について、男女別、年齢
別に未婚者の住宅所有関係割合を示している。東
京都の場合、男性は、 20代では持ち家に居住する
二人以上世帯の未婚者(以下、持ち家二人以上)と
民間賃貸住宅に居住する単独世帯の未婚者(以下、
民賃単独)が多い。また、この年代では、給与住
宅・独身寮・間借りなどの割合が他の年代に比較
して多L、。 30歳以降は、持ち家二人以上の比率が
減少し、民賃単独の比率が上昇する。また、 60歳
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図6 未婚者の住宅所有関係別割合
ここでは、男女の違いが目立つ持ち家単独につ
いてみることにする。図7は、東京都と3県につい
て、男女別、年齢階級別の持ち家の未婚単独世帯
数と未婚者の性比(女性数をIとした男性数の割合)
を示している。持ち家の未婚単独世帯の数は、そ
の年代の未婚者数の多寡により左右される。 30代
から40代は未婚男性が多いため、男性の持ち家単
独世帯が女性よりも多いのは当然といえる。しか
し、 40代後半以降の年代では、性比の逆転を考慮
しでもなお女性の持ち家単独が多いことがわかる。
つまり、高齢女性の持ち家単独世帯は、未婚女性
の中での比率が高いだけでなく、男性と比較して
もその数が多いことがわかる。
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持ち家単独世帯の居住がどのような地域構造を
持っかを調べるため、一般世帯数に対する持ち家
単独世帯の未婚者数の比率を求め、 1都3県の市区
町村地図を塗り分けて検討した。図8は、戦後生ま
れの30-44歳の男女別の地図である。この年齢層
では男性の持ち家単独の絶対数が女性より多いた
め単純な比較はできないが、居住の地域分布が男
性と女性では大きく異なっていることは明らかで
ある。女性では都心地域の比率が高く、港区、中
央区、渋谷区、文京区などが上位を占め、横浜の
中心地である横浜市中区、西区がそれに続いてい
る。他方、男性は御蔵島村などの島l腕や都心から
遠い周辺部で高い比率となっており、反対に東京
西側の郊外住宅地域の三鷹市、国立市などでは低
くなっている。図9は、 45歳以上の男女について
示している。地域分布をみると、女性の都心居住
傾向が男性と比べてもはっきりとわかる。また、男
女共に周辺部において高い割合の地域が増えてい
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持ち家単独世帯の未婚者の地域分布3 5 
以上になると施設等の世帯にいる未婚者の割合が
増し、民賃単独に次ぐ高さとなる。次に女・性につ
いてみてみよう。 20代では持ち家二人以上が最も
多く、その割合は男性よりも高L、。 30代では、持
ち家二人以上の比率と民賃単独の比率が措抗する。
40代以降は、持ち家二人以上の比率、民賃単独の
比率がともに緩やかに減少する一方、持ち家に居
住する単独世帯の未婚者(以下、持ち家単独)の
割合が増してL、く。埼玉県では、持ち家二人以上
の割合が東京都に比べてどの年齢階級でもかなり
高く、民賃単独の比率は低い。また、男女の違い
で目立つのは、女性は年齢が上がるほど持ち家単
独世帯の比率が高くなることである。
持ち家に居住する未婚単独世帯2 5. 
る。
以上のような傾向について、男性が周辺部で高
い比率を示しているのは、農業後継者の結婚難が
背景にあり、中高年未婚男性が親の住宅を相続し
たり、実家の近くに住宅を建てて暮らしているこ
となどが考えられる。女性が都心地域に多い理由
としては、男性ほど跡取りとして拘束されていな
いため、居住地を比較的自由に選択した結果、都
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心を指向しているものと思われる。ただし、なぜ
都心なのかという問いに対しては、利便性や後で
検討するようにマンションが好まれていること、
ニーズに合った住戸が供給されていることなどが
考えられるが、職業なども考慮した検討を今後行
う必要があると思われる。また、調布市から町田
市にかけての郊外住宅地で男性の持ち家単独の割
合が低いことについては、明確に説明できないが、
地域の人口構成による影響、つまり、こうした地
域で中高年未婚者自体が少ないということも考え
られる。
5. 4 持ち家ニ人以上世帯の未婚者の地域分布
次は、一般世帯数に対する持ち家二人以上世帯
図8 持ち家単独世帯の未婚者数/一般世帯総数 (30~44 歳)
図9 持ち家単独世帯の未婚者数/一般世帯総数 (45歳以上)
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の未婚者数の比率を1都3県の市区町村別に地図化
した。図10は、年齢30-44歳の男女別の地図で
ある。単独世帯ほどではないが、居住の地域分布
に男女差がある。男性の場合は周年齢の単独世帯
と比較的似ているが、外房地域に高いところが目
立つ。女性は、都心居住傾向が単独世帯よりは弱
く、周辺部での割合が高くなっている。図 11は、
45歳以上の割合を示している。ここでは女性の都
心居住傾向が顕著にみられ、周辺部では男女共に
高い割合の地域が広がっている。女性は千代田区、
中央区が1位、 2位で、男性は西多摩郡桧原村がト
ップである。また、男性では横浜市北部、川崎市
北部、多摩市などで低率の地域が目立つ。
図10 持ち家二人以上世帯の未婚者数/一般世帯総数 (30~44歳)
図1 持ち家ニ人以上世帯の未婚者数/一般世帯総数 (45歳以上)
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6.住宅の建て方からみた未婚者の居住
実態
6. 1 単独世帯の未婚者の住宅の建て方
前節での住宅所有関係からみた未婚者の居住実
態を踏まえ、ここでは更に住宅の建て方について
考察する。図12は、持ち家に居住する単独世帯の
未婚者について、東京都と埼玉県を取り上げ、男
女別に住宅の建て方割合を示している。 3階建て以
上の共同住宅、いわゆるマンションに着目すると、
女性は男性よりもマンション比率が高いことがわ
かる。東京都では女性の持ち家単独が都心部に多
いためにマンション比率が高いとも考えられるが、
埼玉県でも同様の傾向がみられることから、女性
は男性に比べてマンション指向が強いといえよう。
また、男性の共同住宅比率のピークは25-29歳だ
が、女性は35-39歳となっている。女性がこの年
代に積極的にマンション購入を行っている可能性
もあるが、男性との違いについては今後の課題で
ある。
図13は、民賃単独での住宅の建て方を示してい
る。ここで最も多いのが男女とも 1、2階の共同住
宅、いわゆるアパートである。埼玉県の場合は、高
齢になると戸建て住宅の割合がマンションよりも
高くなる。また、持ち家の居住者と同様に、マン
ション比率がどの年齢階層でも女性は男性よりも
高く、女性のマンション指向が読みとれる。
未婚女性がマンションを好む理由として、戸建
て住宅に比べて管理が容易であり、アパートと比
較して防犯面などの安全性が優れていることが考
えられる。
6. 2 二人以上世帯の未婚者の住宅の建て方
最後に、二人以上世帯にいる未婚者について住
宅の建て方をみる。図14では、持ち家二人以上世
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図14 持ち家二人以上世帯の未婚者の住宅建て方割合
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図15 民賃二人以上世帯の未婚者の住宅建て方割合
民間賃貸(埼玉県・女)
帯の未婚者について東京都と埼玉県の男女別の住
宅建て方割合を示した。持ち家の場合、男女共に
全ての年齢階級で戸建て住宅の比率が極めて高い。
共同住宅については、 30代での比率が低く、 50代
で若干高くなる。これは、 50代での二人以上世帯
の家族構成が、片親と子供から成る世帯や兄弟姉
妹のみから成る世帯が多いというように、小規模
世帯であることに関係している可能性がある。図
15には、民間賃貸住宅に居住している二人以上世
帯の未婚者の住宅の建て方割合を示した。東京都
ではアパートとマンションの割合が高く、埼玉県
では戸建てや長屋建て住宅の割合が多いが、持ち
家における戸建て住宅のような突出した建て方は
ない。
二人以上世帯では男女による違いがほとんどみ
られないが、それでも、僅かに女性の方がマンシ
ョン比率が高い。また、二人以上世帯の未婚者の
住宅は戸建て比率が高L、。これは、一般に戸建て
住宅はマンションに比べて広いため、親と同居す
る成人未婚者が多くなるためと考えられる。つま
り、親世帯の住宅事情が子供の離家に影響を与え
ている可能性がある。
7. まとめ
本稿では、今後の住宅需要に影響を与えると考
えられる中高年未婚者の居住実態を明らかにする
ため、東京圏における成人未婚者の居住について
基礎的な統計分析と地域構造についての考察を行
った。この結果を以下に簡単にまとめる。
今後の高齢単身者の増加を考える際には、現在
家族と共にいる中高年未婚者を考慮する必要があ
り、特に40代以下の男性未婚者の影響が大きいと
予想される。
未婚単独世帯の居住については、男女による違
いが大きく、女性の都心指向、マンション指向が
明らかになった。そして、女性は40代以降での持
ち家の一人暮らしが男性に比べて多い。ただし、こ
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れについては、今後も同じ傾向が続くとは限らな
い。なぜなら、特に持ち家単独世帯率が高い世代
の女性は、戦争により未婚率の高かった人々であ
り、急速に未婚率が高まった戦後に生まれた現在
の30代、 40代の人々が、今後どのような居住行動
をとるのかは明らかでないからである。
また、親が戸建て住宅にいると未婚の子供は同
居する可能性が高いことが推察されるが、これに
ついてはさらに詳細な検討が必要と思われる。
本稿は、第14回ノ、ウジング研究報告会における
筆者の口頭発表(松本1998)をもとにして、新た
なデータを加えてとりまとめたものである。
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;主
1) 生涯居住環境研究会 (1994)では、常雇女性を対象
とした調査結果により未婚単身者の住宅状況をまと
めているが (p.65)、未婚者全体を対象としてはいな
L 、。
2)特に第一次ベビーブーム世代の下世代の男性未婚率
が高い理由については、人口学的に説明されている。
3)国勢調査の世帯の家族類型による分類を以下のよう
に整理した。「片親と子供から成る世帯」は、③男親
と子供から成る世帯と④女親と子供から成る世帯を
合計。「夫婦と子供とその他から成る世帯」は、⑦夫
婦、子供と両親から成る世帯、⑧夫婦、子供と片親
から成る世帯、⑩夫婦、子供と他の親族から成る世
帯、⑫夫婦、子供、親と他の親族から成る世帯を合
計。「その他の親族世帯」は、①夫婦のみの世帯、⑤
夫婦と両親から成る世帯、⑥夫婦と片親から成る世
帯、⑨夫婦と他の親族から成る世帯、⑪夫婦、親と
他の親族から成る世帯、⑬他に分類されない親族世
帯を合計。
4)アーバンハウジング(1996) による特別集計結果を
再整理した。
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Housing Conditions of Unmarried People in the Tokyo Region 
Masumi Matsumoto* 
*Graduate Scho01 of Engineering， Tokyo Metrop01itan University 
Comprehensive Urban Studies， No.66， 1998， pp.79-92 
The percentage of people in the tota1 popu1ation who have never married is rapid1y 
increasing， especially in the Tokyo Region. A1though this tendency is crucia1 and shou1d be 
taken into account in future housing policies， no studies based on statistica1 data of unmarried 
peop1e have been conducted. 
In this artic1e we undertook the first study of this kind using data from the Nationa1 
Popu1ation Census to determine the living conditions， age and gender of unmarried peop1e in 
the Tokyo Region. The examination of the percentage and trends in the numbers of these sing1e 
peop1e， their househ01ds， dwellings and their geographica1 distribution clarified severa1 
characteristics. 
There are different preferences between sing1e women and sing1e men: the dwellings of 
sing1e women living a10ne were concentrated in the city， whereas a significant percentage of 
men 1ived in the suburbs. Sing1e women preferred to 1ive in apartments， owned or rented， rather 
than in detached houses. We a1so observed that parents' dwellings have a certain influence on 
their children's se1ection of dwelling type. 
